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図書館よりお知らせ

① 夏休みの図書館カレンダー

○が開館日です。

開館時間 8:30～16:30

（都合により開館日時が

変更になることがあります。）

② 夏休み特別貸出

７月１０日（月）より特別貸出期間

となります。

返却日 ８月３０日（水）

貸出冊数 ２０冊まで

第一回読書会報告

６月１３日（火）放課後、図書室において第一回読書会を行いました。今回は図書委員が運営

をにない、ビブリオバトルを開催しました。参加者は１３名でした。チャンプ本には同票で『彼

女。』（相沢沙呼ほか）と『本好きの下克上』（香月美夜）が選ばれました。その他に紹介された

本は以下の通りです。『世界のへんな肉』（白石あづさ）・『朝鮮幻想小説傑作集』（金学烈）・『妖

怪アパートの幽雅な日常』（香月 日輪）・『月の影 影の海（十二国記）』（小野不由美）。

月 火 水 木 金

7/20

終業式

21

○

24

×

25

×

26

×

27

○

28

○

31

○

8/1

○

2

○

3

×

4

×

7

○

8

○

9

○

10

○

11

山の日

14

×

15

×

16

×

17

×

18

×

21

○

22

○

23

○

24

○

25

×

28

○

29

○

30

始業式



第６９回 青少年読書感想文全国コンクール課題図書

◎安壇美緒『ラブカは静かに弓を持つ』

少年時代に心に傷を負い、深海魚の一種・ラブカのようにひっそり生きてきた青年が、上司か

ら音楽教室への潜入調査を命じられる。身分を偽り通い始めた教室で師や仲間と出会い、チェロ

を奏でる歓びに目覚めるが――。

◎白石優生『タガヤセ！日本 ：「農水省の白石さん」が農業の魅力教えます』

農業ってこんなに面白い！ 若き官僚YouTuberとして多くのメディアにも登場する著者が、

最新の農業から、実はスゴい日本の農作物のこと、さらには日本の農業の未来までを語る１冊。

◎アンヌ・スヴェルトルップ＝ティーゲソン『昆虫の惑星：虫たちは今日も地球を回す』

虫が苦手という人は多いが、虫の世話になっていない人は地球に1人もいない。あなたの知ら

ないところで黙々と仕事をしている昆虫たち――。ノルウェーの女性昆虫学者が、奇妙で美しく

風変わりな虫たちの世界へと誘う。

課題図書ではなく、自分の読みたい本で感想文を書く「自由読書」もあります。

新着図書案内

心理・教育

『ちゃんと「読む」ための本』

『探究活動・課題研究のために』

『人生がクソゲーだと思ったら読む本』

『先生、どうか皆の前でほめないで下さい』

『映画を早送りで観る人たち』

『だれかに、話を聞いてもらったほうがい

いいんじゃない？』

小説・エッセイ

『墨のゆらめき』

『コメンテーター』

『やさしさを忘れぬうちに』

『２７０００冊ガーデン』

芸術

『アニメ療法』

『イタリア人の僕が日本で精神科医になっ

たわけ』

『誰も知らないジブリアニメの世界』

『るるぶ大塚国際美術館』

情報科学・情報工学

『IoT モノのインターネット』

『はじめてのAI』

『データサイエンス』

『シンギュラリティ』

『ディープラーニング』

『ChatGPT』

『GIS地理情報システム』

『ベイズ統計学』

『デジタルヘルスケア』

『サブスクリプション』



科学・医学

『不自然な宇宙』

『ゼロからはじめるデータサイエンス入門』

『桂浜水族館ダイアリー』

『認知症世界の歩き方』

いろいろ

『とくしま定食図鑑』

『とくしま世界ゴハン』

『NEWウォーリーをさがせ！』

『にゃんこ四字熟語』

『藤本タツキ短編集』


